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要　　　旨：目的：悪性骨腫瘍のサバイバーを対象とした質的研究を用いて、思春期・若年成人のサ
バイバーの結果に着目した文献検討を行い、思春期・若年成人のサバイバーが認識する
身体機能の変化により生じた生活への影響を明らかにし、課題を検討することとした。
方法： 悪性骨腫瘍のサバイバーを対象とした質的研究を PubMed、CINAHL、医学中央
雑誌 Web 版を用いて検索し、選定基準を満たす文献を選定した。悪性骨腫瘍に罹患し
た思春期・若年成人（15 歳～ 39 歳）のサバイバーが認識する、「身体機能の変化によ
り生じた生活への影響」に焦点を当てるため、文献から思春期・若年成人の記載を抜き
出して内容分析を行った。
結果：８文献が選定され【日常生活動作の困難】【「新しい体」と生きていくための再構
築】【社会参加の難しさと人付き合いの変化】の３つのカテゴリーと、 ［身体機能の変化
に伴う制限］［日常生活動作の学び直しと自己管理］［新しいアイデンティティの獲得］［社
会活動への参加の減少］等の 10 のサブカテゴリーが生成された。
結論：アイデンティティの再構築やボディイメージの変容の受容を促す支援とともに、
心理的な不安定さに寄り添うこと、友人との関係性や就労の継続など本人の意思を尊重
した社会生活のサポートが医療従事者に求められる。今後の課題として、思春期・若年
成人の悪性骨腫瘍のサバイバーが認識する患肢の痛みや倦怠感など、生活に影響を及ぼ
す要因の実態とセルフケアや対処方法を明らかにすることが急務である。

Abs t r a c t：Objectives: This study aimed to explore the impact of changes in physical function on 
the lives of adolescent and young adult survivors of malignant bone tumors, focusing 
on their perceptions through a qualitative literature review. The study also sought to 
identify key issues that need to be addressed.
Methods: Original qualitative research articles reporting survivors of malignant 
bone tumor were searched on the following databases: PubMed, CINAHL, and Ichu-
Shi web database. To focus on the “impact on life resulting from changes in physical 
function” as perceived by adolescent and young adult (15-39 years old) survivors of 
malignant bone tumors, we extracted descriptions of adolescents and young adults 
from the literature and conducted a content analysis.
Results: Eight studies were selected, revealing three main categories: 1) difficulties 
in activities of daily living, 2) the reconstruction of identity while adapting to a 
“new body” and 3) challenges in social participation and changes in interpersonal 
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Ⅰ．緒言
　悪性骨腫瘍は、好発時期が10 ～ 20代の希少がんで、
思春期・若年成人期（15歳～ 39歳）の悪性骨腫瘍罹
患患者数は2016年～ 2018年の３年間のがん登録者数
は640名である１）。悪性骨腫瘍の５年生存率は1970年
代までは30％未満であったが、化学療法や外科的手術
の飛躍的な発展に伴い、2000年以降は診断時に肺転移
がない場合の５年生存率は70％となり、サバイバーは
増加傾向にある２）。ほぼ全数の悪性骨腫瘍に罹患した
患者が腫瘍切除術を受けており、主流であった患肢切
断術に変わり、近年では80％以上の患者が患肢温存を
第一選択としている３）。患肢温存群と切断群の身体機
能やQOLの比較検討は先行研究において多くなされ、
メタアナリシスでは患肢温存群と切断群の身体機能に
有意差はないと報告されている４）。身体機能のスコア
が低いとQOLが低い５, ６）ものの、他のがんサバイバー
と比較するとQOLのスコアが高いことが明らかにさ
れている７）。よって、悪性骨腫瘍のサバイバーは一見
するとQOLに問題がないと評価されやすい。しかし、
身体機能の変化が生活に及ぼす影響は、量的な尺度で
は評価が難しく、サバイバー各々の生活により異なる
と予測される。しかし、思春期・若年成人のサバイバー
を対象とした質的研究は極めて少ない。
　本研究の目的は、悪性骨腫瘍のサバイバーを対象と
した質的研究を用いて、思春期・若年成人のサバイバー

の結果に着目した文献検討を行い、思春期・若年成人
のサバイバーが認識する身体機能の変化により生じた
生活への影響を明らかにし、課題を検討することとした。

Ⅱ．用語の操作的定義
生活：本研究における生活の定義は、日本看護科学学
会による看護学を構成する重要な用語集の生活の定義
８）に準じて、「人間の生存そのものであり、各個体の
主体的営みである。この営みには、生命維持に直結す
る呼吸・循環・体温や、生活リズムを作りだす運動・
休息・食事・排泄・清潔・更衣、社会的活動としての
遊びや学習を含む労働、地域社会における活動として
の慣習、性差に応じた活動や環境が内包されている。
その生活は、その人の価値観、習慣、考え方、暮らし
方、生き方などによって形成される」とした。
日常生活：広辞苑第７版９）による「生存して活動す
ること、生きながらえること」を参考に、生命維持に
直結する日常生活動作とその人らしい生活を送るため
の行動と定義した。
社会生活：広辞苑第７版による「世の中で暮らしてゆ
くこと」を参考に、家族や社会における役割や、暮ら
しを立てるための行動と定義した。

relationships. Ten subcategories emerged, including “limitations due to physical 
changes”, “the need to relearn daily living skills and self-management”, “the acquisition 
of a new identity”, and “decreased social activity participation”.
Conclusion: Changes in physical function resulted in alterations to identity and body 
image, which significantly impacted survivors' lives. Psychological instability arose 
during the process of identity reconstruction and body image acceptance, highlighting 
the need for medical professionals to have provided appropriate psychological support. 
Additionally, support for social relationships, including interactions with friends and 
the continuation of employment, should have been tailored to align with the survivors’ 
preferences. Future research should have focused on examining the impacts of pain, 
fatigue, and self-care among survivors, as a deeper understanding of these factors was 
essential for improving support systems and enhancing the daily and social lives of 
individuals recovering from malignant bone tumors.

キーワード：悪性骨腫瘍，がんサバイバー，AYA世代，稀少がん，文献検討

Keywords：Bone tumors, cancer survivors, Adolescent and young adult, Rare Cancer, Literature 
review
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Ⅲ．方法
１．対象論文の選定方法
１）文献の検索方法
　 対 象 と す る 論 文 は、 文 献 デ ー タ ベ ー ス の
MEDLINE、CINAHL、医学中央雑誌Web版（医中
誌）を用い、それぞれのデータベースのシソーラス
用 語 で 検 索 し た。MEDLINEは（"bone neoplasms" 
OR "osteosarcoma"） AND （"qualitative research" 
OR "narration" OR "interviews as topic" OR “focus 
groups" OR "grounded theory" OR "anthropology, 
cultural"）、CINAHLは （“Osteosarcoma” OR　“Bone 
Neoplasms” ）AND（“Qualitative studies” OR 
“Narrative” OR “Interviews” OR “Focus Groups” OR 
“Grounded theory” OR “Ethnographic Research”）、 
医中誌は（骨腫瘍 OR 骨肉腫） AND （質的研究 OR 
語りOR インタビュー OR フォーカスグループ OR グ
ラウンデッド・セオリー・アプローチ OR 民俗）を
検索用語とした。
　対象文献は2000年以降に公開された文献とし、
2024年６月20日に検索した結果、MEDLINE113件、
CINAHL ３件、医中誌は会議録を除き46件、計162件
の文献が抽出された。MEDLINE とCINHALの重複
文献３件を除いた計159件が検索された。

２）分析対象文献の選定基準と除外基準
　分析対象論文の選定基準は、①全ての研究対象者が
腫瘍切除術を経験した悪性骨腫瘍のサバイバーであ
る、②悪性骨腫瘍のサバイバーの経験に関する質的研
究、③思春期・若年成人のサバイバーの語りを抽出で
きる、④英語または日本語で書かれた原著論文、とした。
　除外基準は、①対象者に悪性骨腫瘍の腫瘍摘出術前
の患者を含む、②悪性骨腫瘍のサバイバーの家族を対
象に含む、③複数のがん種のサバイバーを対象として
いる、④悪性骨腫瘍のサバイバーの経験に関する内容
ではない研究、⑤思春期・若年成人の悪性骨腫瘍のサ
バイバーの発言であることが明確ではないもの、⑥量
的研究、⑦英語または日本語以外の論文、⑧総説など
原著論文以外の文献とした。
 
２．分析方法
　Krippendorffの内容分析の手法に基づき、看護研究
における質的内容分析の方法を示しているGraneheim
＆Lundmanの手法を参考に、分析対象論文の結果
の内容分析を行った10）。分析対象の研究では、10代
～ 60代の研究対象者がインタビューに回答している
が、本研究では、思春期・若年成人（15歳～ 39歳）

のサバイバーの結果に限定し、「身体機能の変化によ
り生じた生活への影響」について内容分析を行った。
意味内容を損なわないようにコードを作成した。次
に、コードの内容の類似性・相違性を検討し、意味
内容が類似する一時コードを集約した二次コードを
作成した。二次コードの類似性に基づいてサブカテ
ゴリーを生成した。同類性のあるサブカテゴリーの
内容の抽象度を高めながら集約し、カテゴリーとし
た。倫理的配慮として対象文献の著作権法を遵守し分
析対象とした文献の意図を損なわないよう配慮した。 

Ⅳ．結果
１．対象文献の概要
　対象文献159件のうち、選定基準を満たす文献は
2000年から2020年までの20年間で８件であった（表1）。
研究実施国はノルウェー４件、イギリス２件、オース
トラリア１件、カナダ１件であった。文献の筆頭著者
の職種は、大学病院のがん科に所属する研究者４件、
看護師１件、心理士２件、理学療法士１件、であった。
分析方法は「質的帰納的テーマ分析」４件、「解釈学
的現象学」１件、「ナラティヴアプローチ」１件、「枠
組み分析」１件、「事例検討」１件であった。

２．身体機能の変化により生じた生活への影響
　悪性骨腫瘍に罹患した思春期・若年成人のサバイ
バーが認識する身体機能の変化により生じた生活への
影響として、【日常生活動作の困難】【「新しい体」と
生きていくための再構築】【社会参加の難しさと人付
き合いの変化】の３カテゴリーと、10のサブカテゴリー
が抽出された。カテゴリーを【】、サブカテゴリーを［］、
二次コードは斜体文字で表記した。二次コードの生成
に用いた文献として表１の文献番号を記した。

１）日常生活動作の困難
　［身体機能の変化に伴う制限］として、腫瘍摘出後
の身体の安定性、柔軟性、バランスの低下により階段
の上り下りが難しい（No. ３, ４, ６, ７）、１人で料理
や子どもの世話、買い物や重い物を運ぶことが出来な
い（No. ３, ４, ６, ７）、松葉杖などの補助器具の使用
や車移動を与儀なくされた（No. １, ３, ７）経験があっ
た。日常生活での制限が生じることによる［身体機能
の変化に起因する恐怖や苛立ち］があり、歩けなくな
るリスク・義足の破損・転倒の恐怖（No. ４, ６, ７）、
日常生活において他者を頼らなければならない苛立ち

（No. ２, ４, ７）があった。
　腫瘍切除術や身体機能の変化に伴う［痛みと倦怠感
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の出現］があり、患肢の痛みと倦怠感があり社会生活
に影響した（No. ２, ７）との記述があったが、具体
的な影響については記載がなかった。疼痛管理の難し
さ （No. ３）が明らかになった一方で、運動プログラ
ムで痛みが改善した （No. ４）との対処方法も明らかに
なった。

２）「新しい体」と生きていくための再構築
　治療後に身体機能が変化した体を「新しい体」と捉
え日常生活・アイデンティティ・人生計画などを再構
築していることが明らかとなった。新しい体でより良
い日常生活を送るために、［日常生活動作の学び直し
と自己管理］として、 バランスを改善して転倒を予防
するために、日常的に松葉杖や杖等を使う選択 （No.
５, ６, ７）、痛みを回避することや、補助器具を使う
ことによる日常生活動作の工夫（No. ３, ４）、運動・
リハビリテーション・体重コントロールなど患肢の自
己管理や義足の調整 （No. ３, ４）をしていた。
　身体機能に変化が生じたことで、罹患前に獲得して
いたアイデンティティと治療後のアイデンティティに
変化が生じ、［新しいアイデンティティの獲得］をし
ていた。「アスリート」「健康な人」から「身体障害者」
としてのアイデンティティを受け入れる（No. ４, ７）、
男性・女性としてあるべき姿ではなく自分自身に重要
なアイデンティティを構築する（No. ７, ８）、外見が
アイデンティティに影響するため、手術による傷や外
見の変化を意図的に美しいと捉える（No. ２, ４, ８）
ことが明らかになった。
　新しい限界を受け入れて治療後のライフプランの
代替案を実現可能な範囲で探索すること （No. ２, ４,
８）、罹患前のライフプランで実行可能なものを活か
す （No. ４, ８）ことにより［実現可能なライフプラン
の見極め］を行い、将来の人生の在り方を再構築して
いた。 

３）社会参加の難しさと人付き合いの変化
　身体機能の変化に伴う制限により［趣味や生きがい
の喪失］が生じ、アスリートとしてのキャリア・継
続的なスポーツへの参加を諦めた（No. ３, ４, ６, ７）、
スポーツに関する趣味・生きがい・アイデンティティ
の喪失 （No. ２, ７, ８）、子育てや就労など様々な場
面で機会を失った （No. ６, ７, ８）など身体機能によ
る制限が生活に影響していた。このような影響から、

［社会活動への参加の減少］が生じ、機能性の低下や
倦怠感により自由な外出が困難となり外出が減少した

（No. ２, ３, ４, ６, ７）、スポーツが出来ないことによ
る社会参加の減少（No. ２, ６, ７）が原因となってい

た。社会活動への参加の減少により、友人との関係が
希薄になった（No. １, ６, ７）ことも挙げられた。社
会活動への参加の妨げの要因として［ボディイメージ
に対する第三者の反応への苦悩］があり、第三者に患
肢や傷を晒すことに恐怖・不快感がある（No. ２, ４,
５, ６）、世間の外見を評価する価値観に苦しむ （No. ３,
５, ８）、外見に対する反応に懐疑的になり他人を信用
できなくなる（No. ４, ５）、第三者の反応から自分を
守るために露出を避け外見の話題を避ける（No. ２, ４,
７）ことが明らかとなった。 
　罹患前と同様の就労継続の難しさ（No. ６, ７, ８）
があり、［機能の低下による就労への影響］が生じて
いた。高い可動性の動作が必要な就労を継続出来ず諦
めた（No. ４, ８）ことや、フルタイムの職に拘らな
いなど状況にあった働き方を再構築する（No. ７, ８）
ことが挙げられ、就労の難しさが明らかとなった。一
方で、やりがいやアイデンティティの保持のために就
労を希望（No. ７）していた。

Ⅴ．考察
１． 悪性骨腫瘍のサバイバーの特徴
　悪性骨腫瘍のサバイバーを対象とした質的研究から
思春期・若年成人のサバイバーの結果を抽出して文献
検討を行った結果、身体機能の変化により生じた生活
への影響として、【日常生活動作の困難】【「新しい体」
と生きていくための再構築】【社会参加の難しさと人
付き合いの変化】が挙げられた。身体機能の変化によ
る日常生活動作の制限が思春期・若年成人に特徴的
な、就労や友人関係に影響を及ぼすことが複数の文献
から明らかになった。加えて、がんサバイバーであり
ながら身体障害者としてのアイデンティティが生じる
こと、ボディイメージの変容が一時的な変化ではなく
身体機能の変化を含む普遍的な問題であることが、思
春期・若年成人の生活や人生に影響することが示唆さ
れた。

２．アイデンティティのゆらぎとボディイメージの変
容に対する看護
　「新しい体と生きていくための再構築」において、
現状に即した新たなアイデンティティの獲得を試みる
一方で、がんサバイバー・身体障害者としてのアイデ
ンティティが生じ、その受け止めにゆらぎが生じてい
た。これは、がんの罹患後の生活を再構築する過程で
身体の変化に伴うアイデンティティにゆらぎを感じ
る11）、という先行研究の結果と同様であった。また、
思春期・若年成人のがん患者は、がんの治療に伴いこ
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制や配慮など、外的因子への働きかけが望まれる。

４．今後の課題
　悪性骨腫瘍に罹患した思春期・若年成人のサバイバー
が認識する身体機能の変化により生じた生活への影響
として、身体機能の変化がもたらす制限により日常生
活動作に困難が生じており、患肢の痛みと倦怠感の出
現が明らかとなった。身体機能の日常生活で影響する
レベルは、腫瘍の大きさと部位により選択される術式
の違い（切断、人工膝関節置換術、自己骨又は人工骨
の移植、回転形成術など）により異なり21）、各々の状
況による差があることが予測される。本研究の結果で
は、患肢の痛みや倦怠感について記述は少なく対処方
法についても限定的であった。先行研究では、患肢の
痛みがあると身体機能のスコアの低さに有意差があっ
たと報告されているものの22）、痛みの特徴や倦怠感の
実態を明らかにした報告はない。生活を再構築するた
めの実践である自己管理についても、本文献検討から
明らかになった内容は限定的であった。
　従って、悪性骨腫瘍を罹患した思春期・若年成人の
サバイバーの患肢の痛みや倦怠感など生活に影響を及
ぼす要因の実態と、セルフケアや対処方法を明らかに
し、生活の充実に向けた支援を検討することが今後の
課題であると考える。

５．研究の限界
　悪性骨腫瘍のサバイバーを対象とした分析対象文献
が８件と少なく、日本の文献はなかったため、文化的
に内容に偏りが生じている可能性がある。分析対象と
して文献の対象者は10代～60代と年代の幅が広かった。
思春期・若年成人のサバイバーが認識する生活の影響
を明らかにするため、思春期・若年成人のサバイバー
の語りに限定して分析を行ったが、特徴を捉えること
には限界があると考えられる。思春期・若年成人を対
象とした質的研究により更なるニーズを明らかにする
ことが求められる。

Ⅵ . 結論
　思春期・若年成人のサバイバーが認識する身体機能
の変化により生じた生活への影響として、【日常生活動
作の困難】【「新しい体」と生きていくための再構築】【社
会参加の難しさと人付き合いの変化】が明らかとなっ
た。アイデンティティの再構築やボディイメージの変
容の受容を促す支援とともに、心理的な不安定さに寄
り添うこと、友人との関係性や就労の継続など本人の
意思を尊重した社会生活のサポートが医療従事者に求

れまでに形成したアイデンティティの一部の喪失に直
面し、がんを人生の一時的な中断と解釈し、変化した
現実の中で自己を維持し外部リソースの動員によって
アイデンティティを再確立することが明らかになって
いる12）。悪性骨腫瘍のサバイバーのボディイメージに
ついて、先行研究においても他のがんサバイバーより
もボディイメージのスコアが低く、身体機能のスコア
が低い者、女性、上肢に罹患した者のボディイメージ
のスコアが低いことが明らかにされている13）。AYA世
代のがんサバイバーを対象とした先行研究では、ボディ
イメージの変容の受容の難しさや第三者の反応への苦
悩が、がんの罹患によるアイデンティティのゆらぎと
ともに心理的問題に発展するリスクとして言及されて
いる14）。従って、アイデンティティの再構築やボディ
イメージの変容の受容を促す支援とともに、これらを
要因とする心理的不調が生じないよう、不安の傾聴な
ど心理的な不安定さに寄り添った看護が望まれる。 

３．就労や友人との関係性など社会生活への支援
　思春期・若年成人にがんに罹患する患者は、がんの
症状や治療が、学業・就労、結婚・出産などライフイ
ベントに影響を及ぼすことが明らかであり15）、悪性骨
腫瘍のサバイバーも同様に、社会活動の減少や就労の
困難、友人との関係性の変化を経験していた。治療中
も友人との関係性を継続することを望んでいるものの
16）、スポーツやアクティビティに参加できないことに
より、友人との関係性が希薄になっていた。思春期・
若年成人にとってはスポーツやアクティビティの参加
が社会生活の一部であり、友人との関係を深める一因
であることが示唆された。本研究で取り上げた文献の
結果では、スポーツは諦めざるを得ないことと記述さ
れていた。一方で、人工関節置換術や腫瘍摘出術を行っ
た患者を対象に術前から術後５年間の運動量を評価し
た研究では、術前の身体機能が高い場合、術後に運動
量の高いスポーツの実現が可能であった者や、スポー
ツに伴う合併症が生じていないことが報告されており
17）、活動性の向上が期待される。悪性骨腫瘍のサバイ
バーが社会生活を再構築するにあたり、様々な選択肢
の中から個人の意志を尊重したサポートが重要である。 
　本研究では、学業の継続よりも就労に関する記載が
多かった。小児期に悪性骨腫瘍に罹患したサバイバー
は身体障害者枠の雇用を選択できることから、他の小
児がん経験者よりも就労率が高いと報告されているが
18）、就労を継続中に悪性骨腫瘍を罹患した場合、就労
の継続に困難が生じる19）。がん患者の就労継続には、
身体調整、情報獲得、支援体制、職場の配慮が重要で
あり20）、就労支援として自らの調整の促進と職場の体
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められる。今後の課題として、思春期・若年成人の悪
性骨腫瘍のサバイバーが認識する患肢の痛みや倦怠感
など、生活に影響を及ぼす要因の実態とセルフケアや
対処方法を明らかにすることが急務であると考える。
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